
纏国m‐‐‐

流

派

能
楽
は
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
で
す

高

砂
　
會
井

弘
記

需”，

Ｌズ

　

大
江
　
広
祐

観

世

流

能

大

蔵

流

狂

言

観
せ
流
舞
囃
子

金

剛

流

能

京都観世ヽ レ

澱
日
＞
パ
＞
∽
＞
０
０

〇
＞
Ｚ
↓
∽
Ｃ
∪
Ｃ
↓
同

井
上
裕
え
真

主催=独立行政法人 日本芸術文化振興会

砕

あ
＞
〓
＞

目
＞
Ｚ
〕
く
○

が

ん
　
つ

ぶ

て

薦

礫」_
_Lま

山
本
　
善
え

午前11時 蘭
令和8年

は

ん

じ

よ

〒606… 8344 京都市左京区岡崎円勝寺町44

TEL.075-771-6114

入場料金(全席自由)

一般前売券 3,400円

一般当日券 3,700円

学 生 券 1,800円
※学生証を提示ください

4月 18日 [土 ]発売
WEB販 売あり
http://www.kyoto―kanze.jp

泉者|`観 十it会館 075-771-6114
国市文楽劇場 06-6212-2531(窓日のみ)
チケットぴあ  https://t.pia.jP/

el(イ ープラス)https://eplus.jp/
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2026年 6月 27日 (土)午前 11時間演 (午前10時30分開場)

京都観世会館 ΩZpうフス砕議。劇ふze.jp
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地下鉄東西線 東山駅から

□番出□より徒歩約5分

JR京都駅から
・地下鉄烏丸線「国際会館ゆき」乗車

「鳥丸御池」駅にて地下鉄東西線
「六地蔵ゆき」「浜大津ゆき」に乗り換え
「東山」駅下菫

京都駅前バスのりばAlよ り市バス

5系統胴 崎公園 美術館・平安神宮前」

下中、D2よ り86・ 206系統
「東山仁王門」下車

四条河原町から

バスのりばEよ り市バス31・ 46・ 201

203系統「東山仁王門」下車
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郎

鸞
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江
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宮
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茂
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豊
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剛

字

高

雅

彦

幸

洋
龍
謹
竜

戌

片

山

浦

田

丼

上

吉

浪

伸
吾
保
浩
嘉
介
壽
晃

令
和
八
年
六
月
二
十
七
日
（土
）
午
前
十

一
時
始
（午
前
十
時
三
十
分
開
場
）

京
都
観
世
会
館
　
〒
六
〇
六
‐八
三
四
四
　
京
都
市
左
京
区
岡
崎
円
勝
寺
町
四
四

③
高

　

砂
さ

阿
蘇
神
社
の
神
主
・友
戌
は
、
都
へ
の
ば
る
途
中
、

播
磨
国
高
砂
の
浦
に
立
ち
寄
る
。
う
ら
ら
か
な
春
の

日
ざ
し
の
中
、
高
砂
の
松
の
木
陰
を
白
髪
の
老
夫
婦

が
帯
で
清
め
て
い
る
の
に
出
会
う
。
友
成
が
高
砂
の
松

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
老
夫
婦
は
苦
今
釉
歌
集
の
序
を

引
用
し
、
高
砂
の
松
と
逹
く
離
れ
た
摂
津
国
住
吉
の

松
が
「相
生
の
松
」
と
呼
ば
れ
る
謂
れ
を
語
る
。
老
夫

婦
は
、離
れ
て
い
て
も
根
が

一
つ
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
の

松
の
よ
う
に
、
夫
婦
も
、に
を
通
わ
せ
て
睦
ま
じ
く
暮

ら
す
の
が
め
で
た
い
と
説
く
。
さ
ら
に
、常
緑
の
松
の
葉

は
和
歌
の
「
言
の
葉
」
の
象
徴
で
あ
り
、
松
が
永
遠
に

栄
え
る
よ
う
に
和
歌
の
道
も
長
く
繁
栄
し
、
天
下
泰

平
の
せ
を
表
す
と
教
え
る
。
や
が
て
老
夫
婦
は
、
自
分

た
ち
が
高
砂
と
住
吉
の
相
生
の
両
神
で
あ
る
こ
と
を

明
か
し
、
住
吉
で
の
再
会
を
約
束
し
て
、
小
舟
に
乗
り

夕
波
の
汀
か
ら
沖
へ
消
え
て
い
く
。
〈ヤ
入
〉

友
戌
は
舟
で
住
吉
の
浦
へ
向
か
う
と
、
夜
に
な
り
月

下
に
住
吉
明
神
が
現
れ
る
。
明
神
は
神
楽
の
調
べ
に

合
わ
せ
て
颯
爽
と
し
た
神
舞
を
舞
い
、
千
秋
楽
・万
歳

楽
な
ど
の
め
で
た
い
由
に
の
せ
て
、
聖
代
長
久
と
国
家

安
泰
を
祝
福
す
る
。

せ
ん
。
そ
こ
へ
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
男
が
そ
の
鵬

を
積
か
ら
石
礫
で
い
と
も
簡
単
に
射
留
め
て
持
っ
て
行

こ
う
と
し
ま
す
。
獲
物
を
横
取
り
さ
れ
た
気
分
の
大

名
は
悔
し
さ
の
あ
ま
り
男
を
呼
び
止
め
、
そ
の
馬
は
自

分
が
狙
っ
た
時
点
で
仕
留
め
て
い
る
自
分
の
鳩
だ
と
言

い
張
り
ま
す
。
口
論
と
な
っ
た
と
こ
ろ
を
仲
裁
に
入
っ
た

男
が
あ
る
提
案
を
し
ま
す
。

蝙
鳩

あ
る
大
名
が
野
遊
出
に
出
て
下
手
な
り
に
も
狩
り

を
楽
し
ん
で
い
る
と
、
見
事
な
属
が
降
り
て
い
る
の
を

見
つ
け
ま
す
。
こ
れ
を
仕
留
め
て
土
産
に
し
よ
う
と
張

り
切
る
大
名
で
す
が
弓
矢
な
ど
扱
っ
た
事
も
あ
り
ま

藤
原
不
比
等
の
せ
継
ざ
房
前
の
大
臣
は
、
母
親
が

讚
州
恙
度
の
浦
の
房
前
と
い
う
所
で
亡
く
な
っ
た
と

聞
い
て
、
追
善
を
思
い
立
っ
て
恙
度
の
浦
ま
で
や
っ
て

き
た
。
そ
こ
へ
一
人
の
海
士
が
現
れ
、
次
の
よ
う
に
物

語
る
。
―

‐
唐
の
高
宗
の
妃
と
な
っ
た
不
比
等
の
妹

が
民
寺
で
あ
る
興
福
寺
へ
三
種
の
宝
を
送
っ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
中
の
明
珠
が
こ
の
沖
で
龍
神
に
取
ら
れ
た
。

不
比
等
は
身
を
や
つ
し
て
こ
の
浦
に
下
り
、
海
士
少

女
と
契
っ
て

一
人
の
子
を
も
う
け
、
明
珠
を
奪
い
返

す
こ
と
が
出
来
た
ら
こ
の
子
を
せ
継
ぎ
に
す
る
と
約

束
す
る
。
女
は
命
懸
け
で
海
底
に
入
り
、
つ
い
に
明
珠

を
奪
い
返
し
た
の
で
あ
る
。
―
―

房
前
は
自
分
こ
そ

そ
の
海
士
の
子
で
あ
る
と
名
乗
る
。
海
士
も
自
分
が

母
の
亡
霊
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
口
向
を
乞
う
て

波
の
底
に
消
え
失
せ
る
。
〈中
入
〉

房
前
が
追
善
供
養
を
し
て
母
を
弔
っ
て
い
る
と
、

母
の
海
士
が
龍
女
と
な
っ
て
現
れ
、
追
善
の
法
華
経

の
功
力
で
戌
仏
で
き
た
こ
と
を
喜
び
、
経
文
を
唱
え

て
報
謝
の
舞
を
舞
う
の
で
あ
っ
た
。
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■お車の方は、会館東隣りの有料駐車場、また

は同時公園市営駐車場等をご利用ください。

京阪三条駅から

地下鉄東西線に乗り換え、「東山」駅下車

※上演中の写真撮影 録音・録画はご遠慮ください。

※携帯電話の着信音・時計のアラーム音が鳴らないよう.あ らかじめ電源をお切りください

※都合により出演者に変更がある場合がございますので、あらかじめご了承ください .

※公演中止の場合を除き、入場券払戻はできません。
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第 35回 京 都 若 手 能 能楽若手研究会 京都公演
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